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判
決

２
０
２
４(

令
和

)

年
度
安
居

6

【
題
意
】

曇
鸞
大
師
は
『
浄
土
論
』
の
「
浄
入
願
心
章
」
の
「
広
略
相
入
」
の
義
意
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、『
往

生
論
註
』
に
二
種
法
身
説
を
用
い
て
そ
の
義
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

そ
の
二
種
法
身
の
義
意
と
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
さ
ら
に
宗
祖
は
晩
年
の
和
語
聖
教
に
お
い
て
二
種
法
身

説
を
用
い
て
独
自
の
仏
身
論
を
展
開
さ
れ
て
い
る
。
論
・
釈
の
義
意
と
宗
祖
の
発
揮
を
明
ら
か
に
す
る
。

【
出
拠
】

『
往
生
論
註
』
下
巻
「
浄
入
願
心
章
」
の
文
。

略
し
て
一
法
句
に
入
る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
な
す
。
一
法

句
に
入
る
を
略
と
な
す
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
菩
薩
に
二
種
の

法
身
ま
し
ま
す
。
一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
由
り
て
方
便
法
身
を

生
ず
。
方
便
法
身
に
由
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一

に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も

し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利
他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
れ
ば
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
一
・
五
一
五
～
五
一
六
）

そ
の
他
に
、

『
教
行
信
証
』「
証
文
類
」「
還
相
釈
」
引
文
。

『
一
念
多
念
文
意
』「
真
実
功
徳
」
の
釈
。

『
唯
信
鈔
文
意
』「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
の
釈
。

【
釈
名
】

二
種
法
身
と
は
「
法
性
法
身
」
と
「
方
便
法
身
」
の
二
身
を
い
う
。

法
性
法
身
の
「
法
性
」
に
つ
い
て
、「
法
」
の
語
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
が
あ
る
が
、
今
は
あ
ら
ゆ
る
事
象
、

存
在
の
意
味
と
す
る
。「
性
」
は
『
論
註
』
に
「
性
は
こ
れ
本
の
義
な
り
（
中
略
）
法
性
に
随
順
し
て
法
本
に

乖
か
ず
」（『
聖
典
全
書
』
一

・
四
五
八
）
と
釈
さ
れ
、
す
べ
て
の
事
象
の
本
体
、
本
性
、
本
来
の
あ
り
方
を

意
味
す
る
語
で
あ
る
。

「
法
身
」
の
「
身
」
は
身
体
、
集
成
の
義
で
「
真
如
法
性
」
を
あ
ら
わ
す
語
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
一
切
諸
法

の
本
体
を
人
格
的
に
表
現
し
た
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
両
者
は
「
法
性
」
即
「
法
身
」
の
関
係
で
あ
る
。

方
便
法
身
の
「
方
便
」
に
は
「
近
づ
く
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
権
仮
方
便
」「
仮
行
方
便
」
な
ど
の
用
語

例
が
あ
る
。
い
ま
「
方
便
法
身
」
と
い
う
と
き
は
、「
法
性
法
身
」
が
虚
妄
の
衆
生
に
近
づ
き
、
巧
み
な
手
段

を
も
っ
て
救
済
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。

二
種
法
身
に
つ
い
て
『
論
註
』
に
は
、

法
性
法
身
に
由
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
由
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身

は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ
る

に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利
他
す
る
こ
と
あ

た
は
ざ
れ
ば
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
一
・
五
一
六
）
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と
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
二
種
法
身
が
相
即
、
不
一
不
異
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。「
法

性
」
と
「
方
便
」
の
名
目
の
違
い
は
、「
法
身
」
の
様
態
の
相
違
に
あ
る
。「
由
生
」
と
は
法
性
法
身
を
離
れ
て

方
便
法
身
は
あ
り
得
な
い
こ
と
を
い
い
、「
由
出
」
と
は
方
便
法
身
に
よ
っ
て
法
性
法
身
の
真
実
が
あ
き
ら
か

に
な
る
こ
と
を
い
う
。
そ
し
て
こ
の
二
身
相
即
が
体
得
さ
れ
ね
ば
、
二
利
成
就
を
目
ざ
す
大
乗
菩
薩
道
は
成
り

立
だ
な
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。

【
義
相
】

一
、『
論
註
』
二
種
法
身
説
の
釈
相
と
義
意
（「
広
略
相
入
」
と
の
関
わ
り
）

『
論
註
』
下
巻
「
浄
入
願
心
章
」
に
、

已
下
は
こ
れ
解
義
の
な
か
の
第
四
重
を
名
づ
け
て
浄
入
願
心
と
な
す
。
浄
入
願
心
と
は
、
ま
た
向

に
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
と
荘
厳
仏
功
徳
成
就
と
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
と
を
観
察
す
る
こ
と
を
説
け

り
。
こ
の
三
種
の
成
就
は
、
願
心
を
も
つ
て
荘
厳
せ
り
、
知
る
べ
し
。

「
知
る
べ
し
」
と
は
、
こ
の
三
種
の
荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
八
願
等
の
清
浄
願
心
の
荘
厳
し
た
ま

へ
る
と
こ
ろ
な
る
に
よ
り
て
、
因
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
果
浄
な
り
。
無
因
と
他
因
の
有
に
は
あ
ら
ざ
る

を
知
る
べ
し
と
な
り
。

略
し
て
一
法
句
に
入
る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
な
す
。
一
法

句
に
入
る
を
略
と
な
す
。

（『
聖
典
全
書
』

一

・
五
一
五
～
五
一
六
）

と
、『
論
』
の
文
を
釈
し
て
、
三
種
荘
厳
成
就
は
法
蔵
菩
薩
の
清
浄
願
心
を
因
と
し
た
清
浄
の
果
報
で
あ
る
と

示
し
て
い
る
。
続
い
て
『
論
』
の
「
略
説
入
一
法
句
」
の
文
を
釈
し
て
「
広
略
相
入
」
が
示
さ
れ
る
。「
三
厳
」

は
「
広
」
す
な
わ
ち
「
広
俳
」「
広
説
］
さ
れ
た
事
相
で
あ
り
、「
一
法
句
」
は
「
略
」
す
な
わ
ち
「
三
厳
」
が

「
略
摂
」「
摂
入
」
す
る
法
性
の
理
体
で
あ
る
。「
広
略
相
入
」
と
は
、「
三
厳
」
の
事
と
「
一
法
句
」
の
理
と

が
相
即
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
の
相
即
の
根
拠
と
な
る
の
が
、
二
種
法
身
に
お
け
る
由
生
由
出
の
義
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
『
大
経
』
所
説
の
「
三
厳
」
は
、
相
即
無
相
、
無
相
即
相
た
る
「
第
一
義
諦
」「
妙
境
界
相
」（『
聖

典
全
書
』
一
・
五
〇
四
）
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

「
法
性
法
身
に
由
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
」
と
は
、
法
性
法
身
が
衆
生
摂
化
の
大
悲
と
し
て
方
便
法
身
を
生

起
す
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。「
方
便
法
身
に
由
り
て
法
性
法
身
を
出
す
」
と
は
、
方
便
法
身
た
る
『
大
経
』
に

よ
っ
て
、
法
性
法
身
の
無
量
の
徳
が
顕
出
さ
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
す
な
わ
ち
虚
妄
の
衆
生
の
救
済
は
、
法

性
法
身
を
依
り
処
と
し
て
方
便
法
身
の
因
果
相
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
方
便
法
身
で
あ
る
三
厳
の
相
は
、
法
性
法
身
の
具
え
る
無
量
の
徳
が
顕
現
し
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
方
便
法
身
と
い
っ
て
も
法
性
法
身
の
外
に
な
い
と
い
う
二
身
相
即
の
意
が
明
ら
か
に
な
る
。

「
浄
入
願
心
章
」
は
『
大
経
』
所
説
の
三
厳
に
つ
い
て
、
広
略
相
入
、
二
身
相
即
の
道
理
を
も
っ
て
「
第
一

義
諦
」「
妙
境
界
相
」
で
あ
る
と
あ
ら
わ
し
、
所
観
の
境
が
広
略
相
入
で
あ
る
か
ら
、
能
観
者
の
智
も
広
略
相

入
す
る
柔
軟
心
を
成
じ
て
二
利
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
宗
祖
の
二
種
法
身
説
の
受
容

宗
祖
は
『
教
行
信
証
』「
証
文
類
」
の
初
め
に
往
相
の
証
果
を
「
無
上
涅
槃
の
極
果
」
と
指
定
さ
れ
、
そ
れ

を
転
釈
し
て
、か

な
ら
ず
滅
度
に
至
る
は
（
中
略
）
真
如
は
す
な
は
ち
こ
れ
一
如
な
り
。
し
か
れ
ば
弥
陀
如
来
は

20240801更新 二種法身
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如
よ
り
来
生
し
て
、
報
・
応
・
化
種
々
の
身
を
示
し
現
じ
た
ま
ふ
な
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・

一
三
三
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
釈
相
か
ら
は
、
往
相
の
証
果
を
法
性
法
身
に
、
還
相
の
悲
用
を
方
便
法
身
に
配
当

し
て
い
る
よ
う
に
う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
「
還
相
釈
」
に
も
引
用
さ
れ
る
が
、
二
種
法
身
説
に
特
別
な
配
慮
は

う
か
が
い
に
く
い
。

宗
祖
が
二
種
法
身
説
を
用
い
て
本
格
的
に
阿
弥
陀
仏
の
仏
身
お
よ
び
救
済
の
論
理
を
展
開
さ
れ
る
の
は
、
晩

年
の
『
一
念
多
念
文
意
』『
唯
信
鈔
文
意
』
等
の
和
語
聖
教
に
お
い
て
で
あ
る
。

『
論
註
』
が
二
種
法
身
説
を
用
い
て
浄
土
の
広
略
相
入
の
義
を
明
か
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
宗
祖
は
『
大
経
』

に
説
か
れ
る
法
蔵
菩
薩
の
発
願
成
道
の
因
果
を
、
一
如
た
る
法
性
法
身
が
垂
名
示
形
し
て
方
便
法
身
の
名
号
と

な
っ
て
衆
生
を
済
度
す
る
様
相
と
領
解
さ
れ
て
、
本
願
名
号
の
救
い
が
法
性
の
顕
現
態
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ

て
い
る
。

一
、
宗
祖
の
和
語
聖
教
に
お
け
る
二
種
法
身
説
の
展
開

宗
祖
は
『
唯
信
鈔
文
意
』
正
嘉
本
で
、「
極
楽
無
為
涅
槃
界
」
の
「
涅
槃
」
の
語
を
転
釈
さ
れ
て
、「
一
切
群

生
海
」
と
い
わ
れ
る
衆
生
に
信
心
が
成
立
し
て
ゆ
く
様
相
を
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
信
心
成
立
の
道
理
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
二
種
法
身
説
を
用
い
て
、

し
か
れ
ば
仏
に
つ
い
て
二
種
の
仏
身
ま
し
ま
す
、
一
に
は
法
性
法
身
と
ま
ふ
す
、
二
に
は
方
便
法

身
と
ま
ふ
す
。
法
性
法
身
と
ま
ふ
す
は
、
い
ろ
も
な
し
（
中
略
）
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ

し
て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
そ
の
御
す
が
た
に
、
法
蔵
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
（
中
略
）
あ
ら
わ

れ
た
ま
へ
る
御
か
た
ち
を
、
世
親
菩
薩
は
尽
十
方
無
碍
光
如
来
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。

（『
聖
典
全
書
』
二
・
七
〇
二
下
～
七
〇
三
下
）

と
、
法
性
法
身
は
方
便
法
身
の
名
号
と
な
っ
て
い
る
と
あ
ら
わ
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

こ
の
如
来
す
な
わ
ち
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
ひ
て
報
身
如
来
と
ま
ふ
す
な
り
（
中
略
）
こ
の

報
身
よ
り
応
・
化
等
の
無
量
無
数
の
身
を
あ
ら
わ
し
て
、
微
塵
世
界
に
無
碍
の
智
慧
光
を
は
な
た
し

め
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
（
中
略
）
い
ろ
も
ま
し
ま
さ
ず
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
す
な
わ
ち
法
性
法
身

に
お
な
じ
く
し
て
、
無
明
の
や
み
を
は
ら
ひ
悪
業
に
さ
え
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
へ
に
無
碍
光
と
ま
ふ
す

也
。
無
碍
は
有
情
の
悪
業
煩
悩
に
さ
え
ら
れ
ず
と
也
。
し
か
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
は
光
明
な
り
、
光
明

は
智
慧
の
か
た
ち
也
と
し
る
べ
し
。（『

聖
典
全
書
』
二
・
七
〇
三
下
～
七
〇
四
下
）

と
、
方
便
法
身
は
因
願
酬
報
の
報
身
仏
で
あ
る
と
し
て
、
報
身
は
無
数
の
応
身
、
化
身
と
な
っ
て
十
方
世
界
に

お
け
る
『
大
経
』
の
説
法
と
な
り
、
正
し
く
尽
十
方
無
碍
光
如
来
の
名
号
の
と
お
り
十
方
に
無
碍
の
智
慧
光
を

放
っ
て
無
明
を
破
し
つ
づ
け
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
名
号
を
聞
受
す
る
衆
生
の
信
心
成
立
の
上
に
法
性
の
具

現
を
仰
が
れ
た
と
知
ら
れ
る
。

宗
祖
晩
年
の
い
わ
ゆ
る
名
号
本
尊
も
こ
の
よ
う
な
意
趣
か
ら
発
案
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
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会
読
案
【
出
拠
】

『
往
生
論
註
』
「
浄
入
願
心
章
」
（
『
聖
典
全
書
』
一
巻5

1
5

頁
）
（
『
註
釈
版
』
七
祖
篇1

3
9

頁
）

【9
8

】

略
し
て
一
法
句
に
入
る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
な
す
。
一
法
句
に
入
る

を
略
と
な
す
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法
身
ま
し
ま
す
。

一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
よ
り
て

法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に

広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利

他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
れ
ば
な
り
。

『
教
行
信
証
』
「
証
文
類
」
（
『
聖
典
全
書
』
二
巻1

4
3

頁
）
（
『
註
釈
版
』3

2
1

頁
）

〈
略
し
て
入
一
法
句
を
説
く
が
ゆ
ゑ
に
〉
（
浄
土
論
）
と
の
た
ま
へ
り
。

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
句
と
を
広
と
す
。
入
一
法
句
は
略
と

す
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と
な
ら
ば
、
諸
仏
菩
薩
に
二
種
の
法
身
あ
り
。
一
つ
に
は
法
性
法

身
、
二
つ
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
よ
り
て
法
性
法
身
を

出
す
。
こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
じ
か
る
べ
か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相

入
し
て
、
統
ぬ
る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
、
も
し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利
他
す

る
に
あ
た
は
ず
。

『
唯
信
鈔
文
意
』
（
『
聖
典
全
書
』
二
巻7

0
1

頁
）
（
『
註
釈
版
』7

0
9

頁
）

（
真
筆
）
康
元
本

正
月

正
嘉
本
（
康
元
２
と
同
じ
年
の
八
月
）

「
涅
槃
」
お
ば
滅
度
と
い
ふ
、
无
爲
と
い
ふ
、
安
樂

「
涅
槃
」
お
ば
滅
度
と
い
ふ
、
无
爲
と
い
ふ
、
安
樂
と

と
い
ふ
、
常
樂
と
い
ふ
、
實
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い

い
ふ
、
常
樂
と
い
ふ
、
實
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、

ふ
、
法
性
と
い
ふ
、
眞
如
と
い
ふ
、
一
如
と
い
ふ
、

法
性
と
い
ふ
、
眞
如
と
い
ふ
、
一
如
と
い
ふ
、
佛
性
と

佛
性
と
い
ふ
。
佛
性
す
な
わ
ち
如
來
な
り
。

い
ふ
。
佛
性
す
な
わ
ち
如
來
也
。

こ
の
如
來
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す

こ
の
如
來
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な

な
わ
ち
一
切
群
生
海
の
心
な
り
。

は
ち
一
切
群
生
海
の
心
に
み
ち
た
ま
へ
る
也
、
草
木
國

土
こ
と
ご
と
く
み
な
成
佛
す
と
と
け
り
。

こ
の
心
に
誓
願
を
信
樂
す
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
の
信
心

こ
の
一
切
有
情
の
心
に
方
便
法
身
の
誓
願
を
信
樂
す
る

す
な
わ
ち
佛
性
な
り
、
佛
性
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、

が
ゆ
へ
に
、
こ
の
信
心
す
な
わ
ち
佛
性
な
り
、
こ
の
佛

法
性
す
な
わ
ち
法
身
な
り
。
法
身
は
い
ろ
も
な
し
、

性
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
こ
の
法
性
す
な
わ
ち
法
身
な

か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
も
お

り
。
し
か
れ
ば
佛
に
つ
い
て
二
種
の
佛
身
ま
し
ま
す
、

よ
ば
れ
ず
、
こ
と
ば
も
た
へ
た
り
。

一
に
は
法
性
法
身
と
ま
ふ
す
、
二
に
は
方
便
法
身
と
ま

ふ
す
。
法
性
法
身
と
ま
ふ
す
は
、
い
ろ
も
な
し
、
か
た

ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
も
お
よ
ば
ず
、

こ
と
ば
も
た
え
た
り
。

こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身

こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
方
便
法
身
と

と
ま
ふ
す
御
す
が
た
を
し
め
し
て
、
法
藏
比
丘
と
な

ま
ふ
す
そ
の
御
す
が
た
に
、
法
藏
比
丘
と
な
の
り
た
ま
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の
り
た
ま
ひ
て
、
不
可
思
議
の
大
誓
願
を
お
こ
し
て

ひ
て
、
不
可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
し
あ
ら

あ
ら
わ
れ
た
ま
ふ
御
か
た
ち
お
ば
、
世
親
菩
薩
は
盡

わ
し
た
ま
ふ
な
り
。
こ
の
誓
願
の
中
に
、
光
明
无
量
の

十
方
无
㝵
光
如
來
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。
本
願
、
壽
命
无
量
の
弘
誓
を
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
ま

こ
の
如
來
を
報
身
と
ま
ふ
す
。
誓
願
の
業
因
に
む
く

へ
る
御
か
た
ち
を
、
世
親
菩
薩
は
盡
十
方
无
㝵
光
如
來

ひ
た
ま
へ
る
ゆ
へ
に
報
身
如
來
と
ま
ふ
す
な
り
。
報

と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。
こ
の
如
來
す
な
わ

と
ま
ふ
す
は
、
た
ね
に
む
く
ひ
た
る
な
り
。

ち
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
ひ
て
報
身
如
來
と
ま
ふ

す
な
り
、
す
な
わ
ち
阿
彌
陀
如
來
と
ま
ふ
す
也
。
報
と

い
ふ
は
、
た
ね
に
む
く
ひ
た
る
ゆ
へ
也
。

こ
の
報
身
よ
り
應
・
化
等
の
无
量
无
數
の
身
を
あ
ら

こ
の
報
身
よ
り
應
・
化
等
の
无
量
无
數
の
身
を
あ
ら
わ

は
し
て
、
微
塵
世
界
に
无
㝵
の
智
慧
光
を
は
な
た
し

し
て
、
微
塵
世
界
に
无
㝵
の
智
慧
光
を
は
な
た
し
め
た

め
た
ま
ふ
ゆ
へ
に
盡
十
方
无
㝵
光
佛
と
ま
ふ
す
ひ
か

ま
ふ
ゆ
へ
に
盡
十
方
无
㝵
光
佛
と
ま
ふ
す
ひ
か
り
の
御

り
に
て
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
、
い
ろ
も
ま
し
ま

か
た
ち
に
て
、
い
ろ
も
ま
し
ま
さ
ず
、
か
た
ち
も
ま
し

さ
ず
、
无
明
の
や
み
を
は
ら
ひ
惡
業
に
さ
え
ら
れ
ず
、

ま
さ
ず
、
す
な
わ
ち
法
性
法
身
に
お
な
じ
く
し
て
、
无

こ
の
ゆ
へ
に
无
㝵
光
と
ま
ふ
す
な
り
。
无
㝵
は
さ
わ

明
の
や
み
を
は
ら
ひ
惡
業
に
さ
え
ら
れ
ず
、
こ
の
ゆ
へ

り
な
し
と
ま
ふ
す
。
し
か
れ
ば
、
阿
彌
陀
佛
は
光
明

に
无
㝵
光
と
ま
ふ
す
也
。
无
㝵
は
有
Ⅱ-

0
7
0
4

情
の
惡

な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
な
り
と
し
る
べ
し
。

業
煩
惱
に
さ
え
ら
れ
ず
と
也
。
し
か
れ
ば
、
阿
彌
陀
佛

は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
の
か
た
ち
也
と
し
る
べ
し
。

『
一
念
多
念
文
意
』
（
『
聖
典
全
書
』
二
巻6

7
4

頁
）
（
『
註
釈
版
』6

9
0

頁
）

眞
實
功
德
と
ま
ふ
す
は
名
號
な
り
。
一
實
眞
如
の
妙
理
、
圓
滿
せ
る
が
ゆ
へ
に
、
大
寶
海
に
た
と
え
た
ま
ふ
な

り
。
一
實
眞
如
と
ま
ふ
す
は
无
上
大
涅
槃
な
り
。
涅
槃
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
法
性
す
な
わ
ち
如
來
な
り
。
寶

海
と
ま
ふ
す
は
、
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
き
ら
は
ず
、
さ
わ
り
な
く
、
へ
だ
て
ず
、
み
ち
び
き
た
ま
ふ
を
、
大
海
の

み
づ
の
へ
だ
て
な
き
に
た
と
へ
た
ま
へ
る
な
り
。
こ
の
一
如
寶
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
法
藏
菩
薩
と

な
の
り
た
ま
ひ
て
、
无
㝵
の
ち
か
ひ
を
お
こ
し
た
ま
ふ
を
た
ね
と
し
て
、
阿
彌
陀
佛
と
な
り
た
ま
ふ
が
ゆ
へ
に
、

報
身
如
來
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
れ
を
盡
十
方
无
㝵
光
佛
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
れ
る
な
り
。
こ
の
如
來
を
、
南
无

不
可
思
議
光
佛
と
も
ま
ふ
す
な
り
。
こ
の
如
來
を
、
方
便
法
身
と
は
ま
ふ
す
な
り
。
方
便
と
ま
ふ
す
は
、
か
た

ち
を
あ
ら
わ
し
、
御
な
を
し
め
し
て
、
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
を
ま
ふ
す
な
り
。
す
な
わ
ち
阿
彌
陀
佛
な
り
。

こ
の
如
來
は
光
明
な
り
、
光
明
は
智
慧
な
り
、
智
慧
は
ひ
か
り
の
か
た
ち
な
り
。
智
慧
ま
た
か
た
ち
な
け
れ
ば

不
可
思
議
光
佛
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ
の
如
來
、
十
方
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
が
ゆ
へ
に
、
无
邊
光
佛

と
ま
ふ
す
。
し
か
れ
ば
、
世
親
菩
薩
は
盡
十
方
无
㝵
光
如
來
と
な
づ
け
た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。

【
釈
名
】

「
二
種
法
身
」

法
性
法
身
と
方
便
法
身
の
二
種
類
の
仏
身
を
い
う
。

「
法
性
法
身
」

法（
望
月
『
仏
教
大
辞
典
』
要
抄
）
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自
性
を
保
持
し
て
改
変
せ
ざ
る
も
の
の
意
。

蓋
し
仏
典
中
に
は
種
々
の
意
味
に
用
い
ら
れ
る
。

１

四
諦
等
の
仏
所
説
の
教
示
。
出
離
解
脱
に
到
達
す
べ
き
軌
範
で
、
そ
の
性
は
不
改
で
あ
る
。

『
過
去
現
在
因
果
経
』
第
三
（T

３
、
６
４
５a

）

「
四
諦
の
法
輪
、
是
を
法
宝
と
為
す
」

２

仏
の
教
示
の
聚
集
。
聖
典
。
不
改
の
規
範
。

『
中
阿
含
』
第
一
（T

１
．
４
２
１a

）

若
有
比
丘
善
知
法
者
。謂
知
正
經
歌
詠
記
説
偈
咃
因
縁
撰
録
本
起
此
説
生
處
廣
解
未
曾
有
法
及
説
義
。

是
謂
比
丘
善
知
法
也
。

３

善
行
（
道
徳
的
法
則
）

『
五
分
律
』
第
２
（T

２
２
．
７c
）

佛
種
種
呵
責
。
汝
等
愚
癡
。
所
作
非
法
。

４

一
切
の
事
象

自
性
を
保
持
し
て
常
に
改
変
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
の
物
は
よ
く
軌
範
と
な
り
、
人
を
し
て

解
悟
を
生
ぜ
し
む
る

一
切
法
を
類
別
し
た
の
が
『
倶
舎
論
』
五
位
七
十
五
法
や
『
成
唯
識
論
』
五
位
百
法
。

『
倶
舎
論
光
記
』
第
一
（
光
）（T

．

ｃ
）

41

8

法
を
釋
し
て
名
け
て
二
有
り
。
一
に
は
能
く
自
性
を
持
つ
。
謂
く
一
切
法
は
各
お
の
自
性
を
守
る
。

色
等
の
性
は
常
に
し
て
改
變
せ
ざ
る
が
如
し
。
二
に
は
軌
と
し
て
勝
解
を
生
ず
。
無
常
等
は
人
を
し

て
無
常
等
の
解
を
生
ぜ
し
む
が
如
し
。

『
成
唯
識
論
述
記
』
第
一
本
（
窺
基
）（T

．

ｃ
）

43

239

法
は
謂
く
軌
持
な
り
。
軌
は
謂
く
軌
範
な
り
。
物
の
解
を
生
ず
可
き
な
り
。
持
は
謂
く
住
持
し
て
自

相
を
捨
て
ず
。

『
雑
阿
含
経
』第
３
７

悪
法
、
真
実
法
の
二
種
。
悪
法
・悪
悪
法
・真
実
法
・真
実
真
実
法
の
４
種
が
挙
げ
ら
れ
る
。

『
放
光
般
若
経
』第
三
了
本
品

諸
法
と
は
謂
く
善
法
悪
法
、
記
法
未
記
法
、
俗
法
道
法
、
有
漏
法
無
漏
法
、
有
為
法
無
為
法
な
り
。

『
大
乗
入
楞
伽
経
』第
五
刹
那
品

一
切
法
と
は
所
謂
善
法
不
善
法
、
有
為
法
無
為
法
、
世
間
法
出
世
間
法
、
有
漏
法
無
漏
法
、
有
受
法
無
受
法

な
り

『
大
智
度
論
』第
十
一

一
切
法
と
は
識
所
縁
の
法
は
是
れ
一
切
法
な
り
。
（中
略
）復
次
に
智
所
縁
の
法
は
是
れ
一
切
法
な
り
。

六
境
の
中
、
意
識
所
縁
の
境

5

眼
耳
鼻
舌
真
意

色
声
香
味
触
法

性本
性
・
必
然
・
不
改

『
論
註
』
上

観
察
門
性
功
徳

（
一
、
四
五
八
）

「
性
」
は
こ
れ
本
の
義
な
り
。
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
こ
の
浄
土
は
法
性
に
随
順
し
て
法
本
に
乖
か
ず
。

事
、『
華
厳
経
』
の
宝
王
如
来
の
性
起
の
義
に
同
じ
。

ま
た
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、
積
習
し
て
性
を
成
ず
。
法
蔵
菩
薩
、
諸
波
羅
蜜
を
集
め
て
積
習
し
て
成
ず
る
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と
こ
ろ
を
指
す
。

ま
た
「
性
」
と
い
ふ
は
、
こ
れ
聖
種
性
な
り
。
序
め
法
蔵
菩
薩
、
世
自
在
王
仏
の
所
に
お
い
て
、
無

生
法
忍
を
悟
り
た
ま
へ
り
。
そ
の
時
の
位
を
聖
種
性
と
名
づ
く
。
こ
の
性
の
な
か
に
お
い
て
四
十
八

の
大
願
を
発
し
て
こ
の
土
を
修
起
せ
り
。す
な
は
ち
安
楽
浄
土
と
い
ふ
。こ
れ
か
の
因
の
所
得
な
り
。

果
の
な
か
に
因
を
説
く
。
ゆ
ゑ
に
名
づ
け
て
性
と
な
す
。

ま
た
い
ふ
こ
こ
ろ
は
、「
性
」
は
こ
れ
必
然
の
義
な
り
、
不
改
の
義
な
り
。
海
の
性
の
一
味
に
し
て
、

衆
流
入
れ
ば
か
な
ら
ず
一
味
と
な
り
て
、
海
の
味
は
ひ
、
か
れ
に
随
ひ
て
改
ま
ら
ざ
る
が
ご
と
し
。

ま
た
人
の
身
の
性
は
不
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
種
々
の
妙
好
の
色
・
香
・
美
味
、
身
に
入
れ
ば
み
な
不

浄
と
な
る
が
ご
と
し
。
安
楽
浄
土
は
も
ろ
も
ろ
の
往
生
す
る
も
の
、
不
浄
の
色
な
く
、
不
浄
の
心
な

し
。
畢
竟
じ
て
み
な
清
浄
平
等
無
為
法
身
を
得
る
こ
と
は
、
安
楽
国
土
清
浄
の
性
、
成
就
せ
る
を
も

つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。

法
性

dharm
atA

法
の
体
性
。
諸
法
の
真
実
如
常
な
る
本
性
。

法
身

法
性
真
如
そ
の
も
の
を
人
格
化
し
、
仏
身
と
み
な
し
て
法
身
と
い
う
。

法
性
即
法
身
。
理
智
の
当
体
。
即
理
の
智
。

（
望
月
『
仏
教
大
辞
典
』
要
抄
）

○
法
身

梵
語dharm

a-kAya

法
の
身
。
法
仏
、
法
身
仏
、
自
性
身
、
法
性
身
、
如
如
仏
、

実
仏
、
第
一
身
。
仏
所
説
の
正
法
お
よ
び
仏
所
得
の
無
漏
法
、
な
ら
び
に
仏
の
自
性
た
る
真
如
如
来

蔵
を
い
う
。

○
報
身

梵
語saM

bhoga-kAya

仏
の
果
報
の
身
。
報
仏
、
報
仏
身
、
受
法
楽
仏
、
受
楽
法

仏
と
い
い
、
あ
る
い
は
受
用
身
、
食
身
、
応
身
と
訳
し
、
ま
た
第
二
身
と
も
称
す
。

因
位
の
願
行
に
酬
報
せ
ら
れ
た
る
受
樂
の
仏
心
を
い
う
。

○
化
身

梵
語nirm

ANa-kAya

変
化
の
身
。
地
前
凡
夫
等
の
衆
生
を
利
益
せ
ん
が
た
め
に
、
仏
の
化

現
せ
る
種
々
の
身
形
を
い
う
。

（
勧
学
寮
編
『
釈
尊
の
教
え
と
そ
の
展
開
』
イ
ン
ド
編
１
３
３
頁
）

○
法
身
（
自
性
身
）

法
性
、
法
界
、
真
如
な
ど
と
同
義
。
法
界
そ
の
も
の
で
あ
り
、
全
世

界
に
遍
満
し
不
動
の
理
と
さ
れ
る
永
遠
の
仏
。
受
用
身
と
変
化
身
が
あ
ら
わ
れ
る
拠
り
所
。

○
報
身
（
受
用
身
）

菩
薩
で
あ
っ
た
と
き
に
願
を
立
て
、
そ
の
本
願
（
誓
願
）
を
成
就
す

る
た
め
に
行
を
実
践
し
て
仏
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
因
位
の
菩
薩
の
願
と
行
を
完
成
し
た

果
報
と
し
て
の
仏
身
を
報
身
と
呼
ぶ
。

自
受
用

自
ら
享
受
す
る
自
利
的
側
面

他
受
用

他
者
に
享
受
せ
し
め
る
利
他
的
側
面

自
性
身
が
こ
の
現
生
世
界
に
形
を
と
っ
て
現
れ
出
て
（
等
流
身
）、
浄
土
で
の
説
法
の
会
座
に
三
十

二
相
を
も
っ
て
現
れ
る
。
こ
の
仏
身
を
受
用
身
と
い
う
。

○
応
身
（
変
化
身
）

さ
ら
に
自
性
身
が
自
ら
を
限
定
し
て
仮
に
こ
の
世
に
姿
を
現
し
た
仏

身
。
釈
尊
。
物
理
的
な
制
約
の
あ
る
肉
体
を
も
ち
、
こ
の
世
に
生
誕
し
成
道
し
説
法
し
て
衆
生
を
教

化
す
る
け
れ
ど
も
、
寿
命
を
具
え
て
い
る
。
役
目
を
終
え
れ
ば
般
涅
槃
し
て
姿
を
消
す
。
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梯
和
上
講
義
の
と
き
の
メ
モ

本
の
義
。
必
然
不
改
の
義
。

因
位
で
あ
っ
て
も
不
欠
減
、
果
位
で
あ
っ
て
も
増
え
る
わ
け
で
も
な
い
。
成
仏
の
因
果
を
全
部
包
ん
で
い
る
の

が
仏
性
。
因
果
を
超
え
て
因
果
あ
ら
し
め
て
い
る
。
不
増
不
減
で
あ
る
よ
う
な
仏
陀
の
根
本
。
本
性
。

仏
陀
で
あ
っ
て
も
凡
夫
で
あ
っ
て
も
変
化
し
な
い
仏
陀
の
本
性
。

「
方
便
法
身
」

upAya

近
づ
く

一

通
途
の
釈
名

●
（
望
月
『
仏
教
大
辞
典
』
要
抄
）『
大
乗
義
章
』
第
十
五
十
二
巧
方
便
義
に
四
義
挙
げ
ら
れ
る
。

今
論
題
で
は
②
④
が
親
し
い
か
。

①
進
取
方
便

見
道
に
進
取
す
る
七
方
便
。

「
七
方
便
」

（『
註
釈
版
』七
祖
篇1123

頁
脚
注
）

・
声
聞
乗
の
聖
者
の
位
（見
道
）に
入
る
前
の

三
賢
位
（五
停
心
観
位
・別
相
念
住
位
・総
相
念
住
位
）

じ
ょ
う

四
善
根
位
（煖
位
・頂
位
・忍
位
・世
第
一
法
位)

な
ん

「
見
道
」

け
ん
ど
う
／
見
道
（『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』か
ら
コ
ピ
ペ
）

・
四
諦
の
理
を
明
ら
か
に
理
解
す
る
位
の
こ
と
。
修
行
の
階
位
の
一
つ
。
Ⓢdarśana-m

ārga

。
見
諦
道
、
見
位
と
も
訳
さ

れ
る
。
修
道
・
無
学
道
と
共
に
三
道
と
い
う
。
見
道
と
は
お
お
よ
そ
四
諦
を
現
観
す
る
位
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ

ま
で
修
行
を
重
ね
て
き
た
者
に
、
初
め
て
汚
れ
な
い
無
漏
の
智
慧
が
生
じ
、
そ
の
無
漏
智
に
よ
っ
て
四
諦
を
明
ら
か
に
知

る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
心
と
煩
悩
の
結
び
つ
き
が
断
ち
切
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
瞬
間
の
体
験
と
さ
れ
る
。
ま
た
見
道
に
入
る
と

修
行
者
は
聖
者
と
呼
ば
れ
、
そ
れ
が
終
わ
る
と
修
道
に
入
る
。
見
道
に
お
い
て
断
ち
切
ら
れ
る
煩
悩
は
見
所
断
の
煩
悩

と
い
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
煩
悩
は
見
道
に
お
い
て
す
べ
て
が
断
ち
切
ら
れ
、
そ
れ
以
降
、
修
行
者
の
心
と
結
び
つ
く
こ
と
は
な

い
。
大
乗
で
は
こ
の
よ
う
な
見
道
と
は
異
な
る
も
の
が
、
菩
薩
の
見
道
と
し
て
説
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
声
聞
と
の
比
較
に
お

い
て
そ
の
優
位
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち『
摂
大
乗
論
』二
に
は
、
菩
薩
の
見
道
と
は
唯
識
性
に
悟
入
し
、
そ
れ
ゆ

え
所
知
相
に
悟
入
し
、
そ
し
て
菩
薩
の
初
地
に
入
る
こ
と
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
法
の
根
源
に
通
暁
し
、
如
来
の
家
に
生
ま

れ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
菩
薩
の
見
道
は
、
種
々
の
点
で
声
聞
の
見
道
よ
り
も
優
れ
た

も
の
と
説
か
れ
て
い
る
。

②
権
巧
方
便

権
巧
施
設

二
智
の
中
の
方
便
智

仏
が
方
便
智
を
も
っ
て
三
乗
等
の
法
門
を
施
設
す
る
こ
と

③
施
造
方
便
（
施
為
方
便
）

十
波
羅
蜜
の
中
の
漚
和
拘
舎
羅

upAya-kauzalya

。
即
ち
菩
薩
の
為
作
は
善
巧

修
習
な
る
を
い
う
。

④
集
成
方
便

諸
法
の
同
体
巧
成
せ
る
相
状
。
一
の
中
に
一
切
を
具
し
、
一
切
の
中
に
一
を
成
じ
、
巧
に
相
集
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成
せ
る
相
状
。

『
論
註
』
の
釈
名

●
（『
註
釈
版
』
七
祖
篇146

頁
）

【108

】

三
に
は
方
便
門
に
よ
り
て
一
切
衆
生
を
憐
愍
す
る
心
な
り
。
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を
遠

離
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

正
直
を
「
方
」
と
い
ふ
。
外
己
を
「
便
」
と
い
ふ
。
正
直
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
一
切
衆
生
を
憐
愍
す
る
心
を
生

ず
。
外
己
に
よ
る
が
ゆ
ゑ
に
自
身
を
供
養
し
恭
敬
す
る
心
を
遠
離
す
。

（2002

専
精
舎
判
決
）

方
便
法
身
の
方
便
（
ウ
パ
ー
ヤupA

ya
）
は
、「
近
づ
く
」
と
い
う
意
味
で
、
今
は
仏
が
垂
名
示
形
し
て
衆

生
に
近
づ
き
、
巧
み
な
手
段
方
法
を
設
け
て
救
済
活
動
を
行
っ
て
い
る
仏
身
を
い
う
。

『
論
註
』
に
は
「
正
直
を
方
と
曰
う
。
己
を
外
に
す
る
を
便
と
い
う
」
と
釈
し
て
い
る
。
無
分
別
智
を
も
っ

て
自
他
一
如
の
真
理
を
正
し
く
悟
る
智
慧
を
正
直
と
い
う
。
真
如
を
知
る
な
ら
ば
、
虚
妄
分
別
に
よ
っ
て
真
如

に
背
反
し
、
迷
っ
て
い
る
衆
生
の
相
が
明
ら
か
に
な
る
。
そ
こ
で
自
他
一
如
の
智
慧
は
迷
え
る
衆
生
の
苦
を
自

ら
の
こ
と
と
し
て
痛
み
、
救
お
う
と
す
る
大
悲
心
と
な
っ
て
働
く
あ
り
さ
ま
を
「
己
を
外
に
す
」
と
い
っ
た
の

で
あ
る
。
そ
の
大
悲
心
は
迷
妄
の
衆
生
を
よ
び
さ
ま
し
て
、
真
如
に
目
覚
め
さ
せ
る
た
め
に
、
具
体
的
に
教
法

を
説
い
て
教
化
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
智
慧
を
無
分
別
後
得
智
と
い
う
。
こ
う
し
て
無
分
別
智
（
法
性
法
身
）

が
後
得
智
を
起
し
て
、
善
巧
の
方
便
を
も
っ
て
衆
生
に
近
づ
き
救
済
し
て
い
く
こ
と
を
方
便
と
い
う
が
、
そ
れ

は
法
性
法
身
の
具
体
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
方
便
法
身
と
い
う
の
で
あ
る
。
大
悲
方
便
を
も
っ
て
衆
生
を
救

済
す
る
法
身
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
法
性
法
身
が
即
理
の
智
で
あ
る
な
ら
ば
、
方
便
法
身
は
即
智
の

悲
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

尚
方
便
に
は
権
仮
方
便
、
修
行
方
便
と
い
っ
た
用
法
か
お
る
か
ら
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

「
由
生
由
出
の
釈
名
」

由
Ａ
生
Ｂ
。

Ａ
に
よ
っ
て
Ｂ
を
生
ず
。

由
Ｂ
出
Ａ
。

Ｂ
に
よ
っ
て
Ａ
を
出
す
。

生

⑰
出
る
。
出
す
。
⑲
起
き
る
。
お
こ
す
。
発
生
す
る
。

出

で
る
。
い
づ
。

《
諸
橋
㋣
う
ま
れ
る
。
お
ひ
で
る
。
出
、
生
也
。》

出
産

で
き
あ
が
る
。
生
ず
る
。

出
生

産
出
す
る

【
義
相
】

一
、『
論
註
』
二
種
法
身
説
の
釈
相
と
義
意(

「
広
略
相
入
」
と
の
関
わ
り)

『
論
註
』
全
体
の
構
成
（『
註
釈
版
』
七
祖
篇46

頁
）

【
上
巻
】
で
は
偈
頌
を
釈
す
る
の
に
、『
浄
土
論
』
の
長
行
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
礼
拝
、
讃
嘆
、
作
願
、

観
察
、
回
向
の
五
念
門
行
を
配
当
し
て
釈
し
、
ま
た

【
下
巻
】
で
は
長
行
を
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（1

）
願
偈
大
意
、

（2

）
起
観
生
信
、

（3
）
観
行
体
相
（
観
察
体
相
）、

（4
）
浄
入
願
心
、

（5
）
善
巧
摂
化
、

（6

）
障
菩
提
門
（
離
菩
提
障
）、

（7

）
順
菩
提
門
、

（8

）
名
義
摂
対
、

（9

）
願
事
成
就
、

（10

）
利
行
満
足

と
い
う10

科
の
章
に
分
け
て
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

・
阿
弥
陀
如
来
と
そ
の
浄
土
の
因
果
の
徳
用

・
衆
生
往
生
の
因
果
も
ま
た
阿
弥
陀
如
来
の
本
願
力
に
よ
っ
て
成
就
せ
し
め
ら
れ
る
と
い

う
他
力
の
法
義

が
示
さ
れ
て
い
る
。

Ｑ

浄
入
願
心
章
の
文
意
如
何

『
論
註
』

現
代
語
版
『
教
行
信
証
』

メ
モ

（『
註
釈
版
』
七
祖
篇139

頁
）

355

頁

【97

】

以
下
は
こ
れ
解
義
の
な

か
の
第
四
重
を
名
づ
け
て
浄
入
願
心

以
下
は
、
解
義
分
の
第
四
章
で
あ
る
。
浄
入
願
心

と
な
す
。

と
い
う
。

浄
入
願
心

浄
入
願
心

と
は
、

と
い
う
の
は
、『
浄
土
論
』
に
、

ま
た
向
に
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
と
荘
〈
さ
き
に
、
阿
弥
陀
仏
の
国
土
に
そ
な
わ
る
功
徳
の

厳
仏
功
徳
成
就
と
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
成
就
と
、
阿
弥
陀
仏
に
そ
な
わ
る
功
徳
の
成
就
と
、

就
と
を
観
察
す
る
こ
と
を
説
け
り
。
浄
土
の
菩
薩
に
そ
な
わ
る
功
徳
の
成
就
と
を
観
ず
る

こ
の
三
種
の
成
就
は
、
願
心
を
も
つ
こ
と
を
説
い
た
。
こ
の
三
種
の
功
徳
の
成
就
は
、
法

て
荘
厳
せ
り
、

蔵
菩
薩
の
願
心
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
知
る
べ
き
で

知
る
べ
し
。

あ
る
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
知
る
べ
し
」
と
は
、
こ
の
三
種
の
〈
知
る
べ
き
で
あ
る
〉
と
は
、
こ
の
三
種
の
功
徳
の

荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
八
願
等
の
清
成
就
は
、
因
位
の
四
十
八
願
な
ど
の
清
ら
か
な
願
心

浄
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
へ
る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
因
位
の
願
心
が
清
ら
か

な
る
に
よ
り
て
、
因
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
で
あ
る
か
ら
、
結
果
と
し
て
成
就
さ
れ
た
功
徳
も
清

に
果
浄
な
り
。
無
因
と
他
因
の
有
に
ら
か
と
な
る
の
で
あ
る
。
法
蔵
菩
薩
の
因
位
の
願
心

は
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
と
な
り
。
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
因
が
な
い

の
で
は
な
く
、
ま
た
他
の
因
に
よ
っ
た
の
で
も
な
い

こ
と
を
知
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
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【98

】

略
し
て
一
法
句
に
入

『
浄
土
論
』
に
、〈
略
し
て
一
法
句
に
収
ま
る
と
説

る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。

く
〉
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如
さ
き
に
述
べ
た
国
土
に
そ
な
わ
る
十
七
種
の
功
徳
と
、

来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四
阿
弥
陀
仏
に
そ
な
わ
る
八
種
の
功
徳
と
、
菩
薩
に
そ

句
と
を
広
と
な
す
。
一
法
句
に
入
る
な
わ
る
四
種
の
功
徳
と
を
広
と
し
、
そ
れ
ら
が
一
法

を
略
と
な
す
。

句
に
収
ま
る
の
を
略
と
す
る
。

な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
ど
う
し
て
広
と
略
と
が
互
い
に
収
ま
る
の
か
。
仏
や

る
と
な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
菩
薩
が
た
に
は
二
種
の
法
身
が
あ
る
。

の
法
身
ま
し
ま
す
。

一
に
は
法
性
法
身
、
二
に
は
方
便
法
一
つ
に
は
法
性
法
身
で
あ
り
、
二
つ
に
は
方
便
法
身

身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り
て
方
便
で
あ
る
。
法
性
法
身
に
よ
っ
て
方
便
法
身
を
生
じ
、

法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身
に
よ
り
て
方
便
法
身
に
よ
っ
て
法
性
法
身
を
あ
ら
わ
す
。

法
性
法
身
を
出
す
。
こ
の
二
の
法
身
こ
の
二
種
の
法
身
は
、
異
な
っ
て
は
い
る
が
分
け
る

は
異
に
し
て
分
つ
べ
か
ら
ず
。
一
に
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
つ
で
は
あ
る
が
同
じ
と
す
る

し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。

こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
広
と
略
と
は
互
い
に
収
ま
る

る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も
の
で
あ
り
、
法
と
い
う
言
葉
で
ま
と
め
る
の
で
あ
る
。

し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
菩
薩
が
、
も
し
こ
の
広
略
が
互
い
に
収
ま
る
と
い
う

は
ち
自
利
利
他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
自
利
利
他
の
は
た
ら
き
を

れ
ば
な
り
。

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

P-
-
140

【99

】

一
法
句
と
い
ふ
は
い

『
浄
土
論
』
に
、〈
一
法
句
と
は
清
浄
句
で
あ
る
。

は
く
、
清
浄
句
な
り
。
清
浄
句
と
い
清
浄
句
と
は
真
実
の
智
慧
・
無
為
法
身
で
あ
る
〉
と

ふ
は
い
は
く
、
真
実
智
慧
無
為
法
身
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

こ
の
三
句
は
展
転
し
て
相
入
す
。
こ
の
三
者
は
順
次
に
互
い
に
収
ま
る
。
ど
の
よ
う
な

な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
、
こ
れ
を
名
わ
け
で
一
法
句
と
い
う
の
か
と
い
え
ば
、
清
浄
だ
か

づ
け
て
法
と
な
す
。
清
浄
を
も
つ
て
ら
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
わ
け
で
清
浄
句
と
い
う
の

の
ゆ
ゑ
な
り
。
な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
と
い
え
ば
、
真
実
の
智
慧
・
無
為
法
身
だ
か
ら
で

か
、
名
づ
け
て
清
浄
と
な
す
。
真
実
あ
る
。
真
実
の
智
慧
と
は
、
実
相
を
さ
と
っ
た
智
慧

智
慧
無
為
法
身
な
る
を
も
つ
て
の
ゆ
で
あ
る
。
実
相
は
相
が
な
い
か
ら
、
真
実
の
智
慧
は

ゑ
な
り
。「
真
実
智
慧
」
と
は
、
実
対
象
を
分
別
し
て
知
る
よ
う
な
知
で
は
な
い
。
無
為

相
の
智
慧
な
り
。
実
相
は
無
相
な
る
法
身
と
は
、
法
性
の
身
で
あ
る
。
法
性
は
空
で
あ
る

が
ゆ
ゑ
に
、
真
智
は
無
知
な
り
。「
無
か
ら
、
法
身
に
は
相
が
な
い
。
相
が
な
い
か
ら
、
あ

為
法
身
」
と
は
法
性
身
な
り
。
法
性
ら
ゆ
る
相
と
な
る
。

は
寂
滅
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
法
身
は
無

相
な
り
。
無
相
の
ゆ
ゑ
に
よ
く
相
な

ら
ざ
る
は
な
し
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
相
好
荘
厳
は
す
な
は
ち
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
如
来
や
浄
土
の
相
は
、
そ
の

法
身
な
り
。
無
知
の
ゆ
ゑ
に
よ
く
知
ま
ま
法
身
な
の
で
あ
る
。
対
象
を
分
別
し
て
知
る
よ

20240801更新 二種法身
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ら
ざ
る
は
な
し
。

う
な
知
で
は
な
い
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
知
る
。

こ
の
ゆ
ゑ
に
一
切
種
智
は
す
な
は
ち
こ
の
よ
う
な
わ
け
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
実
相
を
知

真
実
の
智
慧
な
り
。
真
実
を
も
つ
て
り
尽
す
智
慧
が
、
真
実
の
智
慧
な
の
で
あ
る
。
真
実

智
慧
に
目
く
る
こ
と
は
、
智
慧
は
作
と
い
う
言
葉
で
智
慧
を
表
す
の
は
、
智
慧
が
は
た
ら

に
あ
ら
ず
、
非
作
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
く
も
の
で
も
な
く
、
は
た
ら
か
な
い
も
の
で
も
な
い

を
明
か
す
な
り
。
無
為
を
も
つ
て
法
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
無
為
と
い

身
を
標
す
こ
と
は
、
法
身
は
色
に
あ
う
言
葉
で
法
身
を
表
す
の
は
、
法
身
は
か
た
ち
の
あ

ら
ず
、
非
色
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
明
る
も
の
で
も
な
く
、
か
た
ち
の
な
い
も
の
で
も
な
い

か
す
な
り
。

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

非
を
非
す
る
は
、
あ
に
非
を
非
す
る
否
定
を
否
定
す
る
と
き
、
ど
う
し
て
否
定
を
否
定
す

の
よ
く
是
な
ら
ん
や
。
け
だ
し
非
を
る
こ
と
が
肯
定
す
る
こ
と
同
じ
で
あ
る
と
い
え
よ
う

無
み
す
る
、
こ
れ
を
是

か
。
思
う
に
、
否
定
す
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
こ
と

と
い
ふ
。
み
づ
か
ら
是
に
し
て
待
す
が
肯
定
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
と
よ
り
肯
定
な
の

る
こ
と
な
き
も
、ま
た
是
に
あ
ら
ず
。
で
あ
っ
て
、
肯
定
が
否
定
に
対
し
て
い
る
わ
け
で
は

是
に
あ
ら
ず
、
非
に
あ
ら
ず
、
百
非
な
い
。
肯
定
で
も
否
定
で
も
な
く
、
ど
こ
ま
で
否
定

の
喩
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
こ
の
ゆ
を
重
ね
て
も
た
と
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

ゑ
に
清
浄
句
と
い
ふ
。「
清
浄
句
」
よ
う
な
わ
け
で
清
浄
句
と
い
っ
た
の
で
あ
る
。
清
浄

と
は
、
真
実
智
慧
無
為
法
身
を
い
ふ
句
と
は
真
実
の
智
慧
・
無
為
法
身
で
あ
る
。

な
り
。

一
、『
論
註
』
に
お
け
る
二
種
法
身

『
論
註
』「
浄
入
願
心
章
」
に
は
、「
観
察
体
相
章
」
で
明
か
し
た
浄
土
の
三
厳
二
十
九
種
は
、
も
と
法
蔵
菩

薩
の
清
浄
願
心
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
た
涅
槃
清
浄
の
世
界
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
果
徳
も
ま
た
広
略
相
入
し
た
理

事
不
二
の
実
相
で
あ
る
と
説
き
、
そ
の
広
略
相
入
を
二
種
法
身
の
相
即
を
も
っ
て
証
明
し
て
い
る
。

こ
の
二
種
法
身
の
関
係
を
『
論
註
』
で
は
「
法
性
法
身
に
由
っ
て
方
便
法
身
を
生
ず
、
方
便
法
身
に
由
っ
て

法
性
法
身
を
出
す
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
法
性
法
身
に
由
っ
て
方
便
法
身
を
生
ず
」
と
は
、
自
他
一
如
を
悟
る
法
性
法
身
の
無
分
別
智
（
実
智
）
の
必

然
と
し
て
後
得
智
を
起
し
、
大
悲
を
も
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
方
便
法
身
が
生
起
す
る
こ
と
を
い
い
、「
方
便

法
身
に
由
っ
て
法
性
法
身
を
出
す
」
と
は
、
方
便
法
身
の
因
果
に
よ
っ
て
、
法
性
法
身
の
無
量
の
徳
が
具
体
的

に
顕
出
さ
れ
る
こ
と
を
い
う
。

非
因
非
果
の
法
性
法
身
を
依
り
処
と
し
て
、
方
便
法
身
の
因
果
相
が
示
現
さ
れ
、
三
厳
二
十
九
種
の
荘
厳
相

と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、有
相
差
別
に
執
わ
れ
て
い
る
衆
生
に
救
い
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
方
便
法
身
の
荘
厳
相
は
、
実
は
法
性
法
身
の
も
つ
法
爾
本
然
の
徳
を
具
体
的
に
顕
示
し
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、
法
性
法
身
の
外
に
方
便
法
身
は
な
く
、
方
便
法
身
の
外
に
法
性
法
身
は
な
い
と
い
う
、
二
身
相

即
の
旨
が
明
ら
か
に
な
る
。

こ
う
し
て
『
論
註
』
は
能
成
の
仏
身
が
二
身
相
即
し
て
い
る
か
ら
、
所
成
の
仏
土
も
ま
た
広
略
相
大
し
た
第

一
義
諦
妙
境
界
相
で
あ
る
と
顕
わ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

す
で
に
所
観
の
境
が
広
略
相
人
、
二
身
相
即
な
ら
ば
、
そ
れ
に
相
応
す
る
能
観
の
智
は
柔
軟
心
で
あ
り
、
二

利
か
自
ず
か
ら
成
就
す
る
と
知
ら
せ
る
釈
義
で
あ
っ
た
。
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一
、
宗
祖
の
二
種
法
身
説
の
受
容
（本
典
）

「
証
文
類
」（『
聖
典
全
書
』
二
巻133

頁
）

必
至
滅
度
卽
是
常
樂
。
常
樂
卽
是
畢
竟
寂
滅
。
寂
滅
卽
是
无
上
涅
槃
。
无
上
涅
槃
卽
是
无
爲
法
身
。

无
爲
法
身
卽
是
實
相
。
實
相
卽
是
法
性
。
法
性
卽
是
眞
如
。
眞
如
卽
是
一
如
。

然
者
、
彌
陀
如
來
從
如
來
生
、

一
如
か
ら
来
生
し
た
阿
弥
陀
如
来

示
現
報
・
應
・
化
種
種
身
也
。

さ
ら
に
報
・
應
・
化
種
種
身
を
示
現

『
論
註
』

宗
祖
引
文

（『
註
釈
版
』
七
祖
篇139

頁
）

信
文
類
（『
聖
典
全
書
』
二
巻8

証
文
類

還
相
回
向
釋
（『
聖
典
全

8

頁
）（『
註
釈
版
』243
頁
）

書
』
二
巻142

頁
）

【97

】

以
下
は
こ
れ
解
義
の
な

か
の
第
四
重
を
名
づ
け
て
浄
入
願
心
【43

】

ま
た
い
は
く
（
同
・

以
下
は
こ
れ
、
解
義
の
な
か
の

と
な
す
。

下
）、「
浄
入
願
心
と
は
、『
論
』
第
四
重
な
り
。
名
づ
け
て
浄
入
願

浄
入
願
心
と
は
、

（
浄
土
論
）
に
い
は
く
、

心
と
す
。
浄
入
願
心

ま
た
向
に
荘
厳
仏
土
功
徳
成
就
と
荘
〈
ま
た
向
に
観
察
荘
厳
仏
土
功
と
は
、〈
ま
た
向
に
観
察
荘
厳
仏
土

厳
仏
功
徳
成
就
と
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
徳
成
就
・
荘
厳
仏
功
徳
成
就
・
功
徳
成
就
と
荘
厳
仏
功
徳
成
就
と

就
と
を
観
察
す
る
こ
と
を
説
け
り
。
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
を
説
き
つ
。
荘
厳
菩
薩
功
徳
成
就
と
を
説
き
つ
。

こ
の
三
種
の
成
就
は
、
願
心
を
も
つ
こ
の
三
種
の
成
就
は
願
心
の
荘
こ
の
三
種
の
成
就
は
願
心
の
荘
厳

て
荘
厳
せ
り
、

厳
し
た
ま
へ
る
な
り
と
知
る
べ
し
た
ま
へ
る
な
り
と
、
知
る
べ
し
〉

知
る
べ
し
。

し
〉
と
い
へ
り
と
。

と
い
へ
り
。

「
知
る
べ
し
」
と
は
、
こ
の
三
種
知
る
べ
し
と
は
、
こ
の
三
種
の
〈
応
知
〉
と
は
、
こ
の
三
種
の
荘

の
荘
厳
成
就
は
、
本
四
十
八
願
等
の
荘
厳
成
就
は
も
と
四
十
八
願
等
厳
成
就
は
、
も
と
四
十
八
願
等
の

清
浄
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
へ
る
と
こ
の
清
浄
の
願
心
の
荘
厳
し
た
ま
清
浄
の
願
心
の
荘
厳
せ
る
と
こ
ろ

ろ
な
る
に
よ
り
て
、
因
浄
な
る
が
ゆ
ふ
と
こ
ろ
な
る
に
よ
り
て
、
因
な
る
に
よ
り
て
、
因
浄
な
る
が
ゆ

ゑ
に
果
浄
な
り
。
無
因
と
他
因
の
有
浄
な
る
が
ゆ
ゑ
に
果
浄
な
り
、
ゑ
に
果
浄
な
り
。
因
な
く
し
て
他

に
は
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
し
と
な
因
な
く
し
て
他
の
因
の
あ
る
に

の
因
の
あ
る
に
は
あ
ら
ず
と
知
る

り
。

は
あ
ら
ざ
る
な
り
と
知
る
べ
し
べ
し
と
な
り
。

【98

】

略
し
て
一
法
句
に
入
と
な
り
」
と
。｛
以
上
｝

〈
略
し
て
入
一
法
句
を
説
く
が

る
こ
と
を
説
く
が
ゆ
ゑ
な
り
。

ゆ
ゑ
に
〉（
浄
土
論
）
と
の
た
ま
へ

上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、
如

り
。
上
の
国
土
の
荘
厳
十
七
句
と
、

来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘
厳
四

如
来
の
荘
厳
八
句
と
、
菩
薩
の
荘

句
と
を
広
と
な
す
。

厳
四
句
と
を
広
と
す
。
入
一
法
句

一
法
句
に
入
る
を
略
と
な
す
。
な
ん

は
略
と
す
。
な
ん
が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略

が
ゆ
ゑ
ぞ
広
略
相
入
を
示
現
す
る
と

相
入
を
示
現
す
る
と
な
ら
ば
、
諸

な
れ
ば
、
諸
仏
・
菩
薩
に
二
種
の
法

仏
菩
薩
に
二
種
の
法
身
あ
り
。
一
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身
ま
し
ま
す
。
一
に
は
法
性
法
身
、

つ
に
は
法
性
法
身
、
二
つ
に
は
方

二
に
は
方
便
法
身
な
り
。
法
性
法
身

便
法
身
な
り
。
法
性
法
身
に
よ
り

に
よ
り
て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便

て
方
便
法
身
を
生
ず
。
方
便
法
身

法
身
に
よ
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。

に
よ
り
て
法
性
法
身
を
出
す
。
こ

こ
の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ

の
二
の
法
身
は
異
に
し
て
分
つ
べ

か
ら
ず
。一
に
し
て
同
ず
べ
か
ら
ず
。

か
ら
ず
。
一
に
し
て
同
じ
か
る
べ

こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入
し
て
、
統
ぶ

か
ら
ず
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
広
略
相
入

る
に
法
の
名
を
も
つ
て
す
。
菩
薩
も

し
て
、
統
ぬ
る
に
法
の
名
を
も
つ

し
広
略
相
入
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な

て
す
。
菩
薩
、
も
し
広
略
相
入
を

は
ち
自
利
利
他
す
る
こ
と
あ
た
は
ざ

知
ら
ざ
れ
ば
、
す
な
は
ち
自
利
利

れ
ば
な
り
。

他
す
る
に
あ
た
は
ず
。

P-
-
140

【99

】

一
法
句
と
い
ふ
は
い

〈
一
法
句
と
は
、
い
は
く
清
浄

は
く
、
清
浄
句
な
り
。
清
浄
句
と
い

句
な
り
。
清
浄
句
と
は
、
い
は
く

ふ
は
い
は
く
、
真
実
智
慧
無
為
法
身

真
実
の
智
慧
、
無
為
法
身
な
る
が

な
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

ゆ
ゑ
に
〉（
浄
土
論
）
と
の
た
ま
へ

こ
の
三
句
は
展
転
し
て
相
入
す
。

り
。
こ
の
三
句
は
展
転
し
て
あ
ひ

な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
、
こ
れ
を
名

入
る
。
な
ん
の
義
に
よ
り
て
か
こ

づ
け
て
法
と
な
す
。
清
浄
を
も
つ
て

れ
を
名
づ
け
て
法
と
す
る
、
清
浄

の
ゆ
ゑ
な
り
。
な
ん
の
義
に
よ
り
て

を
も
つ
て
の
ゆ
ゑ
に
。
な
ん
の
義

か
、
名
づ
け
て
清
浄
と
な
す
。
真
実

に
よ
り
て
か
名
づ
け
て
清
浄
と
す

智
慧
無
為
法
身
な
る
を
も
つ
て
の
ゆ

る
、
真
実
の
智
慧
無
為
法
身
を
も

ゑ
な
り
。「
真
実
智
慧
」
と
は
、
実

つ
て
の
ゆ
ゑ
な
り
。

相
の
智
慧
な
り
。

真
実
の
智
慧
は
実
相
の
智
慧
な
り
。

実
相
は
無
相
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
真
智

実
相
は
無
相
な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
真

は
無
知
な
り
。「
無
為
法
身
」
と
は

智
は
無
知
な
り
。
無
為
法
身
は
法

法
性
身
な
り
。
法
性
は
寂
滅
な
る
が

性
身
な
り
。
法
性
寂
滅
な
る
が
ゆ

ゆ
ゑ
に
、
法
身
は
無
相
な
り
。
無
相

ゑ
に
法
身
は
無
相
な
り
。
無
相
の

の
ゆ
ゑ
に
よ
く
相
な
ら
ざ
る
は
な

ゆ
ゑ
に
よ
く
相
な
ら
ざ
る
こ
と
な

し
。

し
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
相
好
荘
厳
す
な

こ
の
ゆ
ゑ
に
相
好
荘
厳
は
す
な
は
ち

は
ち
法
身
な
り
。
無
知
の
ゆ
ゑ
に

法
身
な
り
。
無
知
の
ゆ
ゑ
に
よ
く
知

よ
く
知
ら
ざ
る
こ
と
な
し
。
こ
の

ら
ざ
る
は
な
し
。

ゆ
ゑ
に
一
切
種
智
す
な
は
ち
真
実

こ
の
ゆ
ゑ
に
一
切
種
智
は
す
な
は
ち

の
智
慧
な
り
。
真
実
を
も
つ
て
し

真
実
の
智
慧
な
り
。
真
実
を
も
つ
て

て
智
慧
に
目
づ
く
る
こ
と
は
、
智

智
慧
に
目
く
る
こ
と
は
、
智
慧
は
作

慧
は
作
に
あ
ら
ず
非
作
に
あ
ら
ざ

に
あ
ら
ず
、
非
作
に
あ
ら
ざ
る
こ
と

る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。
無
為
を

を
明
か
す
な
り
。
無
為
を
も
つ
て
法

も
つ
て
し
て
法
身
を
樹
つ
る
こ
と

身
を
標
す
こ
と
は
、
法
身
は
色
に
あ

は
、
法
身
は
色
に
あ
ら
ず
非
色
に

ら
ず
、
非
色
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
明

あ
ら
ざ
る
こ
と
を
明
か
す
な
り
。

20240801更新 二種法身
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か
す
な
り
。
非
を
非
す
る
は
、
あ
に

非
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
あ
に
非
の
よ

非
を
非
す
る
の
よ
く
是
な
ら
ん
や
。

く
是
な
る
に
あ
ら
ざ
ら
ん
や
。
け

け
だ
し
非
を
無
み
す
る
、
こ
れ
を
是

だ
し
非
な
き
、
こ
れ
を
是
と
い
ふ

と
い
ふ
。
み
づ
か
ら
是
に
し
て
待
す

な
り
。
お
の
づ
か
ら
是
に
し
て
、

る
こ
と
な
き
も
、ま
た
是
に
あ
ら
ず
。

ま
た
是
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
待
つ

是
に
あ
ら
ず
、
非
に
あ
ら
ず
、
百
非

こ
と
な
き
な
り
。
是
に
あ
ら
ず
非

の
喩
へ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
こ
の
ゆ

に
あ
ら
ず
、
百
非
の
喩
へ
ざ
る
と

ゑ
に
清
浄
句
と
い
ふ
。「
清
浄
句
」

こ
ろ
な
り
。
こ
の
ゆ
ゑ
に
清
浄
句

と
は
、
真
実
智
慧
無
為
法
身
を
い
ふ

と
い
へ
り
。
清
浄
句
と
は
、
い
は

な
り
。

く
真
実
の
智
慧
無
為
法
身
な
り
。

〈
こ
の
清
浄
に
二
種
あ
り
、
知

る
べ
し
〉
と
い
へ
り
。
上
の
転
入

句
の
な
か
に
、
一
法
に
通
じ
て
清

浄
に
入
る
。
清
浄
に
通
じ
て
法
身

に
入
る
。
い
ま
ま
さ
に
清
浄
を
別

ち
て
二
種
を
出
す
が
ゆ
ゑ
な
り
。

ゆ
ゑ
に
知
る
べ
し
と
い
へ
り
。

『
二
巻
鈔
』（『
聖
典
全
書
』
二
巻286

頁
）

就
佛
有
四
種

一
法
身

二
報
身

三
應
身

四
化
身

就
法
身
有
二
種

一
法
性
法
身

二
方
便
法
身

就
報
身
有
三
種

一
彌
陀

二
釋
迦

三
十
方

就
應
・
化
有
三
種

一
彌
陀

二
釋
迦

三
十
方

一
、
両
祖
の
釈
相
の
相
違

『
論
註
』
浄
入
願
心
章

観
察
の
対
象
で
あ
る
三
厳
二
十
九
種
は
願
心
を
も
っ
て
荘
厳
さ
れ
て
い
る

そ
の
三
厳
二
十
九
種
の
構
造
は
広
略
相
入
の
構
造
で
あ
る
こ
と
を
、
二
種
法
身
で
証
明
し
て
い
る
。

「
信
文
類
」

三
一
問
答

欲
生
釋

浄
入
願
心
引
文

往
還
す
る
の
は

註

行
者

宗
祖

衆
生

20240801更新 二種法身
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回
向
す
る
の
は

註
当
面

行
者
が
回
施
向
道

宗
祖

弥
陀
が
回
自
向
他

約
仏
の
回
向
を
証
す
る
引
文
。

す
な
わ
ち

三
種
荘
厳
の
成
就
は
願
心
よ
り
流
出
す
る
。
よ
っ
て
無
因
の
衆
生
に
仏
因
仏
果
が
回
向
さ
れ
て

い
る
本
源
を
明
か
す
。
不
虚
作
住
持
功
徳
の
ご
と
く
、
値
遇
の
因
・
満
徳
の
果
み
な
仏
の
所
成
。

「
証
文
類
」

還
相
回
向
釋

（
来
生
我
国
究
竟
）
往
生
成
仏
し
た
も
の
が

（
必
至
一
生
補
処
）
従
果
還
因
し
て
一
生
補
処
の
菩
薩
と
現
れ
た
り

（
除
其
本
願
～
）

諸
地
の
行
を
現
前
す
る
菩
薩
と
な
る

（
修
習
普
賢
之
徳
）
仏
果
が
因
相
に
現
れ
て
い
る
の
だ

科
段
（『
聖
典
全
書
』
二
巻
付
録29

頁
）

願
の
大
義

(

観
察
体
相
）

一
生
補
処

自
在
摂
化

（
不
動
而
至

一
念
遍
至

供
養
無
相

示
法
如
仏
）

願
の
来
由
（
浄
入
願
心
）

願
心
荘
厳

広
略
相
入

本
典
で
は

浄
土
の
菩
薩
は
還
相
の
菩
薩
（
方
便
法
身
）
で
あ
り

仏
果
（
法
性
法
身
）
よ
り
生
じ
た
顕
現
体
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
す

一
、
宗
祖
の
和
語
聖
教
に
お
け
る
二
種
法
身
説
の
受
容
と
所
顕

和
語
で
は

法
蔵
菩
薩
・
阿
弥
陀
仏
（
方
便
法
身
）
は

一
如
（
法
性
法
身
）
の
顕
現
体
で
あ
る
こ
と
を
あ
か
す

『
唯
信
鈔
文
意
』
正
嘉
本

「
涅
槃
」
お
ば
滅
度
と
い
ふ
、
无
爲
と
い
ふ
、
安
樂
と
い
ふ
、
常
樂
と
い
ふ
、

實
相
と
い
ふ
、
法
身
と
い
ふ
、
法
性
と
い
ふ
、
眞
如
と
い
ふ
、
一
如
と
い
ふ
、

佛
性
と
い
ふ
。
佛
性
す
な
わ
ち
如
來
也
。

こ
の
如
來
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
は
ち
一
切
群
生
海
の
心

に
み
ち
た
ま
へ
る
也
、
草
木
國
土
こ
と
ご
と
く
み
な
成
佛
す
と
と
け
り
。

こ
の
一
切
有
情
の
心
に
方
便
法
身
の
誓
願
を
信
樂
す
る
が
ゆ
へ
に
、
こ
の
信
心

す
な
わ
ち
佛
性
な
り
、
こ
の
佛
性
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
こ
の
法
性
す
な
わ
ち

法
身
な
り
。

法
性
法
身

『
唯
信
鈔
文
意
』

『
一
念
多
念
文
意
』

無
色

無
形

法
性
法
身
と
ま
ふ
す
は
、
い
ろ
も
な
一
實
眞
如
の
妙
理
、
圓
滿
せ
る
が
ゆ
へ

20240801更新 二種法身
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不
及
意

絶
語

し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。

に
、
大
寶
海
に
た
と
え
た
ま
ふ
な
り
。

し
か
れ
ば
、
こ
ゝ
ろ
も
お
よ
ば
ず
、
一
實
眞
如
と
ま
ふ
す
は
无
上
大
涅
槃
な

こ
と
ば
も
た
え
た
り
。

り
。
涅
槃
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
法
性

す
な
わ
ち
如
來
な
り
。
寶
海
と
ま
ふ
す

は
、
よ
ろ
づ
の
衆
生
を
き
ら
は
ず
、
さ

わ
り
な
く
、
へ
だ
て
ず
、
み
ち
び
き
た

ま
ふ
を
、
大
海
の
み
づ
の
へ
だ
て
な
き

に
た
と
へ
た
ま
へ
る
な
り
。

方
便
法
身

一
如
を
形
で
示
現

こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
一
如
寶
海
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、

無
相

→

相

て
、
方
便
法
身
と
ま
ふ
す
そ
の
御
す

非
因
非
果
→
因
果

が
た
に
、

因

法
蔵
菩
薩

果

盡
十
方
无
㝵
光
如
來
法
藏
比
丘
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
不
法
藏
菩
薩
と
な
の
り
た
ま
ひ
て
、
无
㝵

可
思
議
の
四
十
八
の
大
誓
願
を
お
こ
の
ち
か
ひ
を
お
こ
し
た
ま
ふ
を
た
ね
と

し
あ
ら
わ
し
た
ま
ふ
な
り
。
こ
の
誓
し
て
、
阿
彌
陀
佛
と
な
り
た
ま
ふ
が
ゆ

因
願
酬
報

報
身

願
の
中
に
、
光
明
无
量
の
本
願
、
壽
へ
に
、
報
身
如
來
と
ま
ふ
す
な
り
。
こ

阿
弥
陀
如
来

命
无
量
の
弘
誓
を
本
と
し
て
あ
ら
わ
れ
を
盡
十
方
无
㝵
光
佛
と
な
づ
け
た
て

れ
た
ま
へ
る
御
か
た
ち
を
、
世
親
菩
ま
つ
れ
る
な
り
。
こ
の
如
來
を
、
南
无

薩
は
盡
十
方
无
㝵
光
如
來
と
な
づ
け
不
可
思
議
光
佛
と
も
ま
ふ
す
な
り
。
こ

た
て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。

の
如
來
を
、
方
便
法
身
と
は
ま
ふ
す
な

こ
の
如
來
す
な
わ
ち
誓
願
の
業
因
に
り
。

む
く
ひ
た
ま
ひ
て
報
身
如
來
と
ま
ふ
方
便
と
ま
ふ
す
は
、
か
た
ち
を
あ
ら
わ

御
な
を
し
め
し
名
号

す
な
り
、
す
な
わ
ち
阿
彌
陀
如
來
と
し
、
御
な
を
し
め
し
て
、
衆
生
に
し
ら

ま
ふ
す
也
。
報
と
い
ふ
は
、
た
ね
に
し
め
た
ま
ふ
を
ま
ふ
す
な
り
。
す
な
わ

む
く
ひ
た
る
ゆ
へ
也

ち
阿
彌
陀
佛
な
り
。
こ
の
如
來
は
光
明

な
り
、
光
明
は
智
慧
な
り
、
智
慧
は
ひ

か
り
の
か
た
ち
な
り
。
智
慧
ま
た
か
た

ち
な
け
れ
ば
不
可
思
議
光
佛
と
ま
ふ
す

な
り
。
こ
の
如
來
、
十
方
微
塵
世
界
に

み
ち
み
ち
た
ま
へ
る
が
ゆ
へ
に
、
无
邊

光
佛
と
ま
ふ
す
。
し
か
れ
ば
、
世
親
菩

薩
は
盡
十
方
无
㝵
光
如
來
と
な
づ
け
た

て
ま
つ
り
た
ま
へ
り
。

Q

真
如
法
性
は
こ
の
世
界
に
ど
ん
な
あ
り
か
た
を
し
て
い
る
か

A

微
塵
世
界
に
遍
満
し
て
い
る
。

『
唯
信
鈔
文
意
』（
正
嘉
本
）（『
聖
典
全
書
』2.702

）
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こ
の
如
来
、
微
塵
世
界
に
み
ち
み
ち
た
ま
へ
り
、
す
な
は
ち
一
切
群
生
海
の
心
に
み
ち
た
ま
へ
る
な

り
。

草
木
国
土
こ
と
ご
と
く
み
な
成
仏
す
と
と
け
り
。

（
微
塵
世
界
）
多
く
の
世
界

一
つ
に
は
非
常
に
小
さ
い
物
質
の
こ
と
。
二
つ
に
は
細
や
か
に
砕
か
れ
た
も
の
の
よ
う
に

数
の
多
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
は
数
の
多
い
こ
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
高
田
専
修
寺

蔵
国
宝
本
の
左
訓
に
は
「
コ
マ
カ
ナ
ル
チ
リ
」（
原
典
版
解
説
・
解
説241

頁
）
と
あ
る
。

（
総
合
研
究
所
か
ら
コ
ピ
ペ
）（
小
経
讃
『
聖
典
全
書
』2.379

）

（
群
生
海
）
愚
悪
衆
生
の
心

「
正
信
偈
」五

濁
悪
時
群
生
海

「
信
文
類
」

至
心
釈

こ
の
心
を
ひ
そ
か
に
推
す
る
に
、
一
切
の
群
生
海
、
無
始
よ
り
こ
の
か
た
乃
至
今
日
今
時

に
至
る
ま
で
、
穢
悪
汚
染
に
し
て
清
浄
の
心
な
し
、
虚
仮
諂
偽
に
し
て
真
実
の
心
な
し
。

（
草
木
国
土
こ
と
ご
と
く
み
な
成
仏
す
）
諸
法
実
相
（
理
）
が
遍
満
し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た

（「
法
蔵
に
み
え
る
草
木
成
仏
に
つ
い
て
」
赤
尾
栄
慶https://w

w
w
.jstage.jst.go.jp/article/ib

k1952/32/2/32_2_962/_pdf/-
char/ja

）

特
に
慧
遠
は
『
大
乗
義
章
』
仏
性
義
に
於
て
「
仏
性
」
の
「
性
」
を
解
釈
す
る
中
で
、
種
子
因
本

義
・
体
義
・
不
改
義
・
性
別
義
の
四
義
を
出
し
て
い
る
の
を
見
る
。
そ
の
中
、
体
義
の
中
を
更
に

能
知
性
と
所
知
性
と
の
二
に
分
別
し
、
能
知
性
は
局
り
て
衆
生
に
の
み
就
き
非
情
に
通
ぜ
ず
と
し
、

所
知
性
は
其
の
内
外
に
通
ず
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
ま
た
慧
遠
の
「
性
」
に
対
す
る
解
釈
は
、
華

厳
教
学
に
於
け
る
性
起
の
問
題
と
も
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
ろ

う
。
吉
蔵
に
於
て
は
、
依
正
不
二
な
る
を
以
て
の
故
に
衆
生
に
仏
性
が
あ
れ
ば
草
木
に
も
仏
性
が

あ
り
、
し
た
が
つ
て
草
木
も
成
仏
す
る
と
解
釈
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

（
貞
舜
『
宗
要
柏
原
案
立
』
巻
第
一

十
九
。
草
木
成
仏

T
74.440

～
）

草
木
は
定
惠
な
き
故
に
成
仏
せ
ず
を
見
る
。
但
だ
諸
法
実
相
の
事
な
り
。
彼
の
観
門
の
理
性
融
通
の

心
也
。
正
し
き
事
相
は
発
心
修
行
に
し
て
成
仏
に
非
ざ
る
也
。

Ｑ

文
意
如
何

Ａ

こ
の
如
来
は
数
多
く
の
世
界
に
み
ち
み
ち
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
（
則
ち
）、
す
べ
て
の
愚
悪
な
衆
生
の

心
に
み
ち
み
ち
て
い
る
。

Ｑ

法
性
法
身
が
衆
生
の
心
に
み
ち
み
ち
て
い
る
ん
で
す
ね
。
ど
ん
な
あ
り
か
た
を
し
て
い
る
か
。

Ａ

私
の
煩
悩
と
仏
の
さ
と
り
の
あ
り
方
は
本
来
ひ
と
つ

Ｑ

そ
の
法
性
法
身
は
私
が
感
得
で
き
る
ん
で
す
か
。

Ａ

で
き
ま
せ
ん
。「
い
ろ
も
な
し
、
か
た
ち
も
ま
し
ま
さ
ず
。
し
か
れ
ば
こ
こ
ろ
も
お
よ
ば
ず
、
こ
と
ば
も

た
え
た
り
」
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Ｑ

遍
満
し
て
い
る
法
性
法
身
は
直
接
衆
生
の
信
心
に
な
り
ま
す
か
。

Ａ

な
り
ま
せ
ん
。
信
心
が
成
立
す
る
基
盤
は
与
え
ま
す
。

Ｑ

一
切
群
生
海
の
心

と
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
。

Ａ

法
性
法
身
は
方
便
法
身
と
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
初
め
て
衆
生
に
伝
わ
り
、
聞
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
こ
の
一
切
有
情
の
心
に
方
便
法
身
の
誓
願
を
信
樂
す
る
」

「
一
切
群
生
海
の
心
」
と
書
い
て
あ
る
が
、
真
如
法
性
の
在
り
方
の
説
明
だ
。

Ｑ

法
性
法
身
を
直
接
伝
え
よ
う
と
し
て
も
伝
わ
ら
な
い
伝
道
な
ん
で
す
ね
。
伝
わ
る
伝
道
は
ど
ん
な
伝
道
で

す
か
。

Ａ

真
如
法
性
が
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
方
便
法
身
。

非
因
非
果
か
ら
因
果
の
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
、
衆
生
に
信
心
を
開
発
せ
し
め
る
。

『
唯
信
鈔
文
意
』（
２.702

）

「
こ
の
一
如
よ
り
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
て
」（
非
因
非
果
か
ら
因
果
の
か
た
ち
）

因

法
蔵
比
丘

光
明
無
量
の
願
・
寿
命
無
量
の
願

果

酬
報
の
名
号

尽
十
方
無
碍
光
如
来

「
誓
願
の
業
因
に
む
く
ひ
た
ま
ひ
て
報
身
如
来
と
ま
ふ
す
な
り
」

Ｑ

「
こ
の
信
心
す
な
わ
ち
佛
性
な
り
、
こ
の
佛
性
す
な
わ
ち
法
性
な
り
、
こ
の
法
性
す
な
わ
ち
法
身
な
り
。」

文
意
如
何
。

Ａ

真
如
の
顕
現
体
た
る
方
便
法
身
を
信
楽
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
信
心
は
仏
の
本
性
で
あ
る
。

Ｑ

衆
生
の
信
心
が
仏
性
と
は
理
解
し
が
た
い
。
文
意
如
何
。

Ａ

方
便
法
身
は
法
性
法
身
に
比
べ
て
劣
っ
た
り
欠
減
し
た
り
し
な
い
。
だ
か
ら
不
増
不
減
。
仏
陀
の
本
性
。

Ｑ

方
便
法
身
は
わ
れ
わ
れ
に
ど
ん
な
形
で
届
く
の
か
。

Ａ

声
。
名
前
は
呼
び
物
、
声
だ
。

『
一
念
多
念
文
意
』

方
便
と
ま
ふ
す
は
、
か
た
ち
を
あ
ら
わ
し
、
御
な
を
し
め
し
て
、
衆
生
に
し
ら
し
め
た
ま
ふ
を
ま
ふ

す
な
り
。

Ｑ

「
ひ
か
り
の
御
か
た
ち
」「
智
慧
の
か
た
ち
」
じ
ゃ
な
い
の
か
。
ひ
か
り
な
の
か
、
こ
え
な
の
か
。

Ａ

こ
の
名
号
の
い
わ
れ
を
聞
く
の
が
信
心
だ
。
光
と
い
う
名
の
だ
。

『
尊
号
真
像
銘
文
』（2.618

）

「
光
如
来
」
と
ま
ふ
す
は
阿
弥
陀
仏
な
り
。

Ｑ

智
慧
・
ひ
か
り
・
こ
え
の
関
係
如
何
。

Ａ

智
慧
が
光
と
な
り
名
号
と
な
る
。

『
論
註
』
下

起
観
生
信

口
業
讃
嘆
（『
聖
典
全
書
』
一
巻489

頁
）

【52

】

か
の
如
来
の
名
を
称
す
る
に
、
か
の
如
来
の
光
明
智
相
の
ご
と
く
、
か
の
名
義
の
ご

と
く
、
如
実
に
修
行
し
て
相
応
せ
ん
と
欲
す
る
が
ゆ
ゑ
な
り
。

「
か
の
如
来
の
名
を
称
す
」
と
は
、
い
は
く
、
無
礙
光
如
来
の
名
を
称
す
る
な
り
。「
か
の
如
来

の
光
明
智
相
の
ご
と
く
」
と
は
、
仏
の
光
明
は
こ
れ
智
慧
の
相
な
り
。
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※
間
違
い
や
ご
指
摘
、
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
教
え
て
下
さ
い
。
山
上
正
尊

〒599-
8125

大
阪
府
堺
市
東
区
西
野
５
２
１

旭
照
寺

senjakuhongan@
gm

ail.com
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